
３の２ 道徳学習指導案 
11／4（水）2限 

３の２ 太田ちはる 

１ 主題名 みんなのものを大切に ４－（１）公徳心、規則の尊重 

２ 本時のねらい 

  約束や社会のきまりを守り，公徳心をもって生活しようとする心情を育てる。 

３ 本時における学ぶ楽しさ 

  アスプロ思考をすることで，自分が考えていなかった価値について吟味する楽しさ。                                                        

４ 展開 

時 学習活動と子どもの姿 学ぶ楽しさを味わうための手だて  
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１．公共の場での様子について知る 

○みんなが使う場所はきれいに使われているかな 

・ゴミだけじゃなくてダンボールも捨てられているよ。 

・吸殻なら，歩道にも捨てられているよ。 

 

 

２．資料「あめ玉」を読んで考える 

○チューインガムが靴の底についてしまったとき「わたし」はど

んな気持ちになったでしょう。 

・チューインガムが取れないぞ。困ったな。 

・誰だろう。こんなことするなんて。 

・ちゃんとゴミ箱に捨てればいいのに。 

○ぐずる妹を見ながらお姉さんはどんなことを思ったかな。 

・我慢させなくちゃ。 ・他のお客さんに迷惑になってしまう。 

・本当はだめだけど、仕方ないから飴をあげよう。 

○いすや床に散らばったあめ玉を拾うお姉さんはどんな気持ち

だったのかな。 

○不愉快だった「わたし」が清々しい気持ちになったのはどうし

てかな。 

・お姉さんが嫌な顔もせずに拾ったから。 

・拾っただけでなく紙くずかごに優しく捨てたから。 

３．自分の生活をみつめる 

○今までの自分はどうだったかな。 

・遠足のとき，公園でおやつを食べたけど，そのとき芝生の上に

落としたお菓子を拾わずに遊んじゃったな。 

・自分のゴミじゃなくても拾えるようになりたいな。 

４．教師の説話をきく 

⑴心に響く資料と出合わ

せる 

ハロウィン後の街の様子の

写真を見せることで，公共

の場に対する興味を引き出

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵心の揺れと多様な考え

の交流を仕組む 

「もしも拾わなかったと

したら」とアスプロ思考

することで，拾ったお姉

さんの気持ちをより深く

つかむ。 

 

 

 

 

 

⑶変わる自分をイメージ

させる 

内省する場を設けること

でイメージをふくらませ

る 

 

＜公共マナーについて考えよう＞ 

みんなで使うものや使う場所は，みんなが気持ちよく使えるようにするといいね。 

自分じゃなくても，みんなのことを考えて行動しよう。 

拾う 

・落としたものを拾うのは

当たり前だから。 

・みんなの場所はきれいに

したほうがいいから。 

拾わない 

・面倒だから。 

・落ちたものを拾うのは汚

いから。 

・電車が揺れて危ないから。 


